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設置の背景・概要　等

⼼⾎管疾患のリスク因⼦である⽣活習慣病に対する介⼊によって、⼼⾎管疾患の発症・進展予防が可能であることが知られている。既存の⽣活習慣病を制御し
ても⼼⾎管疾患の発症・進展が起こることも多く、残存リスクの同定と制御が課題である。睡眠の質・量の変化はそのような残存リスクの⼀つと考えられ、⾃律神経
系の乱れに関連して⼼⾎管機能が障害されると考えられているが研究成果は限られ⽇本のデータは⾮常に少ない。また専⾨医師やスタッフの数がまだまだ少なく、
臨床とリンクした治験・臨床研究などを⾏うことが難しい。⼀⽅で、睡眠の評価のための機器開発や治療薬・治療装置の開発は活発で、産学連携して治験・臨床
研究が遂⾏可能な施設が求められている。このような背景の下、研究推進を⽬的とした睡眠・呼吸障害センターの確⽴おと拡充、②睡眠評価機器や治療薬・治
療装置などに関する治験・臨床研究の推進、③専⾨医師・スタッフの教育と教育システムの開発が講座開設の⽬的である。
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招待講演 6 加藤隆⽣・葛⻄隆敏, 左室収縮機能障害を有する⼼不全患者へのアスタキサンチン服⽤効果, 第53回⽇本成⼈病（⽣活習慣病）学会学術集会, 東京, 2019年1⽉13⽇

特別講演・
招待講演 7 設樂準・葛⻄隆敏, 冠動脈疾患を有するmrEF群とrEF群でのβ遮断薬が与える影響の違いに関する検討, 第53回⽇本成⼈病（⽣活習慣病）学会学術集会, 東京, 2019年1⽉

13⽇
特別講演・
招待講演 8 葛⻄隆敏, 睡眠時無呼吸の診断治療の実際, 城⻄地区SASセミナー, 東京, 2019年1⽉29⽇

特別講演・
招待講演 9 葛⻄隆敏, アスリートなら知っておきたい睡眠のはなし〜⽉経時の脳波測定からわかってきたこと〜, Female Athlete Active Support Seminar 2019, 順天堂⼤学, 2019年2⽉9

⽇
特別講演・
招待講演 10 葛⻄隆敏, ⼼不全の睡眠時無呼吸〜現状と今後〜, 第3回埼⽟SAS地域医療連携研究会, 川越, 2019年2⽉14⽇

特別講演・
招待講演 11 葛⻄隆敏, 睡眠時無呼吸症候群︓過去、現在、未来, 第56回睡眠呼吸障害研究会, 東京, 2019年2⽉16⽇

特別講演・
招待講演 12 葛⻄隆敏, 睡眠時無呼吸症候群治療の今後の課題, 睡眠時無呼吸を合併した2型糖尿病患者の治療を考える, 東京, 2019年2⽉18⽇

特別講演・
招待講演 13 葛⻄隆敏, 慢性⼼不全に対する陽圧療法の重要性, 第13回⼼不全陽圧治療研究会, ⼤阪, 2019年2⽉23⽇

特別講演・
招待講演 14 葛⻄隆敏, 睡眠時無呼吸から⾒た循環器疾患〜特に⼼房細動との関連〜, かわぐち⼼臓・呼吸器研究会, 川⼝, 2019年3⽉4⽇

特別講演・
招待講演 15 葛⻄隆敏, ⾼⾎圧患者における睡眠時無呼吸〜体液貯留と体液シフトの影響〜, ⼼腎連関フォーラム, 東京, 2019年3⽉7⽇

川名ふさ江, みんなで考えよう、PSGアーチファクトと判定困難例, ⽇本睡眠学会第44回定期学術集会, 名古屋, 2019年6⽉28⽇

川名ふさ江, 重症の睡眠時無呼吸症に⾼CO2⾎症が合併した1例, 第11回⽇本臨床睡眠医学会学術集会, 愛知, 2019年10⽉11⽇



特別講演・
招待講演 16 葛⻄隆敏, 糖尿病治療薬のEBMを再考する, Diabetes & Kidny Update Workshop in Nihombashi, 東京, 2019年3⽉11⽇

特別講演・
招待講演 17 葛⻄隆敏, アスリートの睡眠とその問題点, 第7回⼤分県スポーツ医学研修会, ⼤分, 2019年3⽉12⽇

特別講演・
招待講演 18 葛⻄隆敏, ⼤規模臨床研究とリアルワールドエビデンスを踏まえた糖尿病治療とは, Dabete Discussion Conference in TOKYO, 東京, 2019年3⽉22⽇

特別講演・
招待講演 19 葛⻄隆敏, 虚⾎性⼼疾患における睡眠時無呼吸, 第83回⽇本循環器学会学術集会, 横浜, 2019年3⽉29⽇

特別講演・
招待講演 20 葛⻄隆敏, 治療抵抗性⾼⾎圧の治療戦略, 第2回循環器プライマリケア研究会, 順天堂⼤学, 2019年4⽉15⽇

特別講演・
招待講演 21 葛⻄隆敏, 睡眠時無呼吸におけるASVの対応, 第59回⽇本呼吸器学会学術講演会, 東京, 2019年4⽉13⽇

特別講演・
招待講演 22 葛⻄隆敏, ⼼不全の睡眠時無呼吸〜現状と今後〜, 第13回神奈川循環器睡眠障害研究会, 横浜, 2019年5⽉15⽇

特別講演・
招待講演 23 葛⻄隆敏, ⾼⾎圧治療の最近の話題, 第178回⼩県医師会学術講演会, ⻑野, 2019年5⽉23⽇

特別講演・
招待講演 24 葛⻄隆敏・上⽥誠⼆, CKD-MBDと⾎管⽯灰化, 学術講演会 in 御茶ノ⽔, 順天堂⼤学, 2019年5⽉25⽇

特別講演・
招待講演 25 葛⻄隆敏・⽔野裕之・三阪智史, PTT⾎圧・睡眠呼吸障害に関連する症例報告, 第3回PTT⾎圧・SAS研究会, 東京, 2019年6⽉15⽇

特別講演・
招待講演 26 葛⻄隆敏・須⽥翔⼦, 肺⾼⾎圧を呈し循環器内科へ⼊院となった肺胞低換気症候群3症例の⽐較検討, 第252回⽇本循環器学会関東甲信越地⽅会, 2019年6⽉15⽇

特別講演・
招待講演 27 葛⻄隆敏, 睡眠時無呼吸の診断治療の実際, 岩槻区SASミーティング, さいたま市, 2019年6⽉25⽇

特別講演・
招待講演 28 葛⻄隆敏・砂⼭勉, 重度⼤動脈弁狭窄症にATTRアミロイドーシスを合併した⼀例からの考察, Herat Failure Seminar, 東京, 2019年7⽉4⽇

特別講演・
招待講演 29 葛⻄隆敏・加藤隆⽣, トルバプタンを有効に使う⽅法をもう⼀度考える, Heart Failure Seminar, 東京, 2019年7⽉4⽇

特別講演・
招待講演 30 葛⻄隆敏, SASと循環器疾患の関連, 静岡県東部循環器SAS講演会, 静岡, 2019年7⽉8⽇

特別講演・
招待講演 31 葛⻄隆敏・柴⽥茂, ⾼⾎圧の病態におけるミネラルコルチコイド受容体の役割とその治療戦略, 東京, 2019年7⽉12⽇

特別講演・
招待講演 32 葛⻄隆敏, 「低⼼機能に合併する僧帽弁逆流」 付加治療法の効果〜CRT, 東京臨床⼼不全カンファレンス, 東京, 2019年7⽉27⽇

特別講演・
招待講演 33 葛⻄隆敏, 睡眠時無呼吸と逆流性⾷道炎の関連性, タケキャブWEB講演会, 東京より発信, 2019年7⽉29⽇

特別講演・
招待講演 34 葛⻄隆敏, ⼼房細動患者のリスク管理〜睡眠時無呼吸と⾼⾎圧〜, Total Care Seminar, 東京, 2019年8⽉6⽇

特別講演・
招待講演 35 葛⻄隆敏, 今後求められる⼼不全の医療連携の重要性, 薬物治療とデバイスを融合させた次世代型⼼不全治療を考える会, 順天堂⼤学, 2019年8⽉27⽇



特別講演・
招待講演 36 葛⻄隆敏・⻄村明洋, 寝てる間に糖尿病が悪化する⁉〜睡眠時無呼吸が糖尿病に与える影響とその治療〜, Meet the Clinical Researcher, 東京, 2019年9⽉9⽇

特別講演・
招待講演 37 葛⻄隆敏, セッション︓研究から学ぶ21 ⼼⾎管疾患 呼吸, 第67回⽇本⼼臓病学会学術集会, 名古屋, 2019年9⽉14⽇

特別講演・
招待講演 38 葛⻄隆敏・川﨑優, ⼥性アスリートの睡眠の質とその低下に関連する因⼦の同定, ⼥性スポーツ研究センター国際シンポジウム2019, 順天堂⼤学, 2019年9⽉16⽇

特別講演・
招待講演 39 葛⻄隆敏, 睡眠時無呼吸からみた循環器疾患〜特に⼼房細動との関連〜, 睡眠と循環器疾患を考える（WEBセミナー）, 東京より発信, 2019年10⽉3⽇

特別講演・
招待講演 40 葛⻄隆敏, セッション︓増悪因⼦, 第23回⽇本⼼不全学会学術集会, 広島, 2019年10⽉4⽇

特別講演・
招待講演 41 葛⻄隆敏, ⼼房細動患者のリスク管理〜睡眠時無呼吸と⾼⾎圧〜, ⼼房細動 Total Care Seminar, 東京, 2019年10⽉28⽇

特別講演・
招待講演 42 葛⻄隆敏, ⾼⾎圧患者における睡眠時無呼吸〜体液貯留と体液シフトの影響〜, Multi Care forum in Gunma, 前橋, 2019年10⽉29⽇

特別講演・
招待講演 43 葛⻄隆敏, ⾼⾎圧症と睡眠時無呼吸の関連性, 循環器疾患を考える会, 仙台, 2019年10⽉30⽇

特別講演・
招待講演 44 葛⻄隆敏, ⼥性アスリートの健康管理における睡眠とその問題点, 第34回⽇本⼥性医学学会学術集会, 福岡, 2019年11⽉3⽇

特別講演・
招待講演 45 葛⻄隆敏, 睡眠時無呼吸と逆流性⾷道炎の関連性, ⻘森胃腸同好会学術講演会, ⻘森, 2019年11⽉6⽇

特別講演・
招待講演 46 葛⻄隆敏, ⼼房細動のリスク管理における睡眠時無呼吸, 第14回千葉県循環器睡眠呼吸障害研究会, 千葉, 2019年11⽉9⽇

特別講演・
招待講演 47 葛⻄隆敏, 循環器疾患の予防における睡眠時無呼吸の重要性, 第67回⽇本職業・災害医学会学術集会, 東京, 2019年11⽉10⽇

特別講演・
招待講演 48 葛⻄隆敏, 睡眠呼吸障害と循環器疾患, 第4回⻑崎睡眠呼吸障害セミナー, ⻑崎, 2019年11⽉13⽇

特別講演・
招待講演 49 葛⻄隆敏, 睡眠呼吸障害の診断と治療の最前線, 第27回⽇本PSG研究会全国⼤会, 東京, 2019年12⽉8⽇

特別講演・
招待講演 50 末永祐哉, Invited Speaker of Scientific Program, 17th Gwangju international interventional Cardiology Symposium, Gwngju, 韓国, 2019年6⽉13-15⽇ ○

特別講演・
招待講演 51 末永祐哉, Invited Speaker of Scientific Program, 24th Asean Federation Cardiology Congress・ 28th Annual Scientific Meeting of the Indonesian Heart

Indonesian Heart Association, ジャカルタ, インドネシア, 2019年9⽉19-22⽇ ○

特別講演・
招待講演 52

特別講演・
招待講演 53

特別講演・
招待講演 54 川名ふさ江, PSGおよび在宅無呼吸検査における中枢性呼吸イベントの判定法と意義, ドリームハートカンファレンス, 福岡, 2019年7⽉6⽇

特別講演・
招待講演 55

川名ふさ江, PSG－基本技術の振り返り, 北東北睡眠呼吸障害研究会, 岩⼿, 2019年1⽉13⽇

川名ふさ江, CPAP導⼊に必要な検査とダウンロードデータの臨床応⽤, ⽇本睡眠総合検診協会CPAP講座, 東京, 2019年3⽉16⽇, 5⽉18⽇, 6⽉16⽇, 11⽉11⽇

川名ふさ江, PSGと在宅簡易無呼吸検査, ⽇本睡眠総合検診協会医師講座, 東京, 2019年7⽉7⽇



特別講演・
招待講演 56

特別講演・
招待講演 57

特別講演・
招待講演 58

区分 番号 研究者名, 活動の名称（執筆、出演、受賞等）, 執筆や出演の媒体（賞の主催者等）,年⽉⽇等 国際共同

その他
（広報活動を含む）

1 Sayaki Ishiwata, Paul Dudley White International Scholar Award, The American Heart Association, The association between overnight rostral fluid
shift and sleep disordered breathing in patients with treatment resistant hypertension, September 7, 2019

川名ふさ江, PSG判読の流れー⽣波形提⽰ー, ⽇本睡眠学会医療技術セミナー, 東京, 2019年9⽉1⽇

川名ふさ江, PSGデータの解析精度を⾼める⼿法・⼿順, ⽇本睡眠総合検診協会PSG講座, 東京, 2019年11⽉17⽇

川名ふさ江, PSGと在宅簡易無呼吸検査, 静岡順天堂セミナー, 静岡, 2019年7⽉8⽇


